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(57)【要約】
【課題】正しい両装置間で測定データの送受信を行うこ
とが出来る医療機器システム、及び医療機器を提供する
こと。
【解決手段】除細動器１０は、測定手段１２と通信手段
１４を備える。測定手段１２は、患者の生体状態の測定
データを取得する。通信手段１４は、測定手段１２が取
得した測定データを生体情報モニタ２０に送信する。生
体情報モニタ２０は、通信手段２３を備える。通信手段
２３は、通信手段１４から測定データを受信する。除細
動器１０及び生体情報モニタ２０は、認証処理に成功し
た場合に測定データが生体情報モニタ２０で使用できる
状態にする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１医療機器と第２医療機器を備え、
　前記第１医療機器は、患者の生体状態の測定データを取得する第１測定手段と、前記第
１測定手段が取得した前記測定データを前記第２医療機器に送信する第１通信手段と、を
備え、
　前記第２医療機器は、前記第１通信手段から前記測定データを受信する第２通信手段を
備え、
　前記第１及び前記第２医療機器は、認証処理に成功した場合に前記測定データが前記第
２医療機器で使用できる状態にする、医療機器システム。
【請求項２】
　前記第１医療機器は、
　入力されるべきパスワードである要求パスワードを生成する認証手段と、
　前記要求パスワードを表示する第１表示手段と、を有し、
　前記認証手段は、ユーザから前記第１医療機器に入力された入力パスワードと、前記要
求パスワードと、が対応する場合に認証処理が成功と判断し、
　前記第１通信手段は、前記認証手段が認証成功と判断した後に前記第１測定手段が取得
した前記測定データを送信する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療機器システム。
【請求項３】
　前記第１通信手段は、ユーザから入力された入力パスワードを前記第２通信手段に送信
し、
　前記第２医療機器は、入力されるべきパスワードである要求パスワードを生成し、前記
入力パスワードと前記要求パスワードが対応する場合に認証処理が成功と判断する認証手
段を有し、
　前記第１通信手段は、前記認証手段が認証成功と判断した後に前記第１測定手段が取得
した前記測定データを送信する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の医療機器システム。
【請求項４】
　前記第２医療機器は、
　前記患者の生体状態の測定データを取得する第２測定手段と、
　前記第１医療機器から受信した測定データと、前記第２測定手段が取得した測定データ
と、を時系列に並べて表示する第２表示手段と、を有する、
　ことを特徴とする請求項１～請求項３のいずれか１項に記載の医療機器システム。
【請求項５】
　前記第１通信手段と前記第２通信手段は、近距離無線通信規格に基づいて通信処理を行
う、
　ことを特徴とする請求項１～請求項４のいずれか１項に記載の医療機器システム。
【請求項６】
　患者の生体状態の測定データを取得する第１測定手段と、
　データ送信先となる対向装置との間での認証処理に成功した後に、前記第１測定手段が
取得した前記測定データを前記対向装置に送信する第１通信手段と、
　を備える、医療機器。
【請求項７】
　対向装置との間の認証処理に成功した場合、前記対向装置が患者の生体状態を測定した
測定データを受信して自装置で使用可能とする、医療機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は医療機器システム及び医療機器に関し、特に通信機能を用いて生体状態の測定
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データをやり取りする医療機器システム及び医療機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療機器のネットワーク化が進んでいる。これに伴い、医療機器間のデータ送受
信能力も向上している。医療機器間でのデータの受け渡しは、スムーズに行えるだけでは
なく、患者情報の取り違えが生じないように正確に行われる必要がある。
【０００３】
　以下、医療機器間または医療機器と医療系サーバ間でのデータ送受信に関する関連技術
について説明する。特許文献１は、第１の医療監視デバイス（例えばＡＥＤ）から第２の
デバイス（例えば救急救助士用除細動器）に対してＥＣＧ（Electrocardiogram）を転送
するシステムを開示している。
【０００４】
　また特許文献２は、医療用測定機器が測定データを無線で送信するシステムを開示して
いる。当該医療用測定機器は、ＡＣＫによって対向装置が測定データを受信したかを判断
し、受信していないと判断した場合には測定データを再送する。
【０００５】
　特許文献３は、通信機能を有するＡＥＤ（Automated External Defibrillator）の一態
様が開示している。当該ＡＥＤは、バイタルサイン（体温等）を測定するセンサを有する
。そして当該ＡＥＤは、医療機関のサーバ等に対してセンサによって測定した情報を送信
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００９－５０８６１８号公報
【特許文献２】特開２００５－１５２４０１号公報
【特許文献３】特開２０１２－２３５８７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述のように、ある医療機器が測定したデータを他の医療機器に受け渡したいケースが
存在する。例えば救急車内の除細動器が取得した測定データを医療機関の生体情報モニタ
等に受け渡せることが好ましい。これにより医者や看護士は、生体情報モニタと患者が接
続する前の各種の測定データも参照できる状態となる。
【０００８】
　ここでデータの受け渡し時に患者取り違え等を回避するために、正しい両装置間で測定
データが送受信されることを担保すべきである。例えば、ある患者と接続した生体情報モ
ニタ内に別の患者の測定データが管理されるような状態は回避されなければならない。
【０００９】
　しかしながら、特許文献１～３を含む従来の技術では、正しい両装置間で測定データが
送受信される仕組みについて何らの示唆、言及がない。
【００１０】
　そこで、本発明は上述の課題に鑑みてなされたものであり、正しい両装置間で測定デー
タの送受信を行うことが出来る医療機器システム、及び医療機器を提供することを主たる
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明にかかる医療機器システムの一態様は、
　第１医療機器と第２医療機器を備え、
　前記第１医療機器は、患者の生体状態の測定データを取得する第１測定手段と、前記第
１測定手段が測定した前記生体情報を前記第２医療機器に送信する第１通信手段と、を備
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え、
　前記第２医療機器は、前記第１通信手段から前記測定データを受信する第２通信手段を
備え、
　前記第１及び前記第２医療機器は、認証処理に成功した場合に前記測定データが前記第
２医療機器で使用できる状態にする、ものである。
【００１２】
　第１医療機器及び第２医療機器は、認証処理を行った後にデータの受け渡しを行ってい
る。認証処理を行うことにより、正しい機器間でのデータ受け渡しが担保される。正しい
機器間でのデータ受け渡しが実現できることにより、患者の測定データを取り間違えて扱
うこと等の問題を回避できる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、正しい両装置間で測定データの送受信を行うことが出来る医療機器システム
、及び医療機器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施の形態１にかかる医療機器システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明にかかる除細動器１０と生体情報モニタ２０との間の第１の認証処理例を
示すタイミングチャートである。
【図３】実施の形態１にかかる表示手段２２の表示画面例を示す図である。
【図４】本発明にかかる除細動器１０と生体情報モニタ２０との間の第２の認証処理例を
示すタイミングチャートである。
【図５】本発明にかかる除細動器１０と生体情報モニタ２０との間の第２の認証処理例を
示すタイミングチャートである。
【図６】実施の形態２にかかる医療機器システムの構成を示すブロック図である。
【図７】本発明にかかる除細動器１０と生体情報モニタ２０との間の第４の認証処理例を
示すタイミングチャートである。
【図８】本発明にかかる除細動器１０と生体情報モニタ２０との間の第５の認証処理例を
示すタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
＜実施の形態１＞
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。図１は、本実施の形態１
にかかる医療機器システムの構成をブロック図である。医療機器システム１は、除細動器
１０（第１医療機器）と生体情報モニタ２０（第２医療機器）を有する。除細動器１０及
び生体情報モニタ２０は、患者の生体の状態（例えば体温、血圧、心電図、ＳｐＯ２等）
を測定する医療機器の一態様である。
【００１６】
　除細動器１０は、例えば救急車に備え付けられている。除細動器１０は、除細動（電気
ショック）やペーシングを行うほか、各種の生体状態の測定データ（心電図等）を取得し
て表示する。除細動器１０は、表示手段１１（第１表示手段）、測定手段１２（第１測定
手段）、記憶手段１３、通信手段１４（第１通信手段）、入力手段１５、及び認証手段１
６を備える。除細動器１０は、上記の処理手段のほかにエネルギー充電のためのコンデン
サ、ＣＰＵ（Central Processing Unit）をはじめとする制御手段、電極とのコネクタ、
等を備える。
【００１７】
　除細動器１０は、患者の生体表面と電極（図示せず）を介して接続する。同様に生体情
報モニタ２０は、患者の生体表面に電極（図示せず）を介して接続する。生体情報モニタ
２０は、電極を介して取得する電気信号から各種の生体状態のパラメータを測定する。
【００１８】
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　以下の説明では、救急車等において除細動器１０が装着されていた患者から除細動器１
０を取り外し、当該患者に生体情報モニタ２０に装着するケースを例に説明する。この際
に、除細動器１０が取得した測定データを生体情報モニタ２０において使用することを想
定する。
【００１９】
　表示手段１１は、除細動器１０の筐体表面に設けられた液晶ディスプレイ等である。入
力手段１５は、除細動器１０を操作するための各種入力インターフェイス（例えば筐体本
体に設けられたツマミ、ボタン等）である。なお表示手段１１と入力手段１５は、例えば
タッチディスプレイのように一体化された構成であってもよい。ユーザは、入力手段１５
を介して認証情報（入力パスワード）を入力する。
【００２０】
　測定手段１２は、図示しない電極から取り込まれた各種生体状態の測定データ（心電図
、血圧、体温、ＳｐＯ２等）を取得する。例えば測定手段１２は、図示しない電極から取
り込まれた心電図信号に対してフィルタリングと増幅処理を行って心電図波形を取得する
。測定手段１２は、生体状態の測定データ（例えば心電図波形）を記憶手段１３に格納す
るとともに、表示手段１１に表示させる。
【００２１】
　記憶手段１３は、ハードディスク等の２次記憶装置である。記憶手段１３は、各種のプ
ログラム、音声データ、測定手段１２が測定した測定データ（心電図等）を記憶する。記
憶手段１３の一部は、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリのように除細動器１０に着
脱可能に構成されたものであってもよい。
【００２２】
　認証手段１６は、除細動器１０の入力手段１５を介して入力されるべきパスワード（以
下の説明では、要求パスワードとも記載する。）を生成する。認証手段１６は、生成した
要求パスワードを表示手段１１又は生体情報モニタ２０の表示手段２２（ディスプレイ）
に表示させる。また認証手段１６は、入力手段１５を介して入力された認証情報（入力パ
スワード）と要求パスワードが対応しているか否かを判定する。認証手段１６は、入力パ
スワードと要求パスワードが対応している場合、認証が成功したと判定する。認証が成功
した場合、測定データを生体情報モニタ２０で使用できる状態とする。なお「入力パスワ
ードと要求パスワードが対応する」とは、好適には両者が一致することを意味するが、必
ずしも完全一致である必要はない。例えばシーザー暗号のように一定のルールにより両者
が対応関係にあることを含む概念である。
【００２３】
　通信手段１４は、生体情報モニタ２０に測定データを送信する通信インターフェイスで
ある。通信手段１４は、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を実装したインターフェ
イスである。通信手段１４は、記憶手段１３に格納された測定データを生体情報モニタ２
０に送信する。通信手段１４は、この送信の際に認証処理の成否を参照して処理を行う。
当該認証処理の詳細は、図２及び図４を参照して後述する。
【００２４】
　続いて生体情報モニタ２０の構成について説明する。生体情報モニタ２０は、測定手段
２１（第２測定手段）、表示手段２２（第２表示手段）、通信手段２３（第２通信手段）
、入力手段２４、記憶手段２５を有する。
【００２５】
　測定手段２１は、図示しない電極からの生体信号を基に各種の生体状態の測定データ（
体温、血圧、心電図、ＳｐＯ２等）を取得する。測定手段２１は、取得した測定データを
記憶手段２５に格納する。また測定手段２１は、取得した測定データを表示手段２２に表
示させる。
【００２６】
　表示手段２２は、生体情報モニタ２０に設けられた液晶ディスプレイ等である。なお表
示手段２２は、タッチディスプレイのように入力手段も兼ねたものであってもよい。
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【００２７】
　記憶手段２５は、生体情報モニタ２０を動作させるための各種プログラム、音声プログ
ラム、測定手段２１が取得した各種の生体情報データ等を格納する。記憶手段２５の一部
は、ＵＳＢ（Universal Serial Bus）メモリのように生体情報モニタ２０に着脱可能に構
成されたものであってもよい。
【００２８】
　通信手段２３は、除細動器１０とのデータ送受信を行う通信インターフェイスである。
通信手段２３は、例えば近距離無線通信の規格であるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）を
実装したインターフェイスである。
【００２９】
　入力手段２４は、生体情報モニタ２０に設けられた入力インターフェイスであり、例え
ばボタンやタッチディスプレイ等である。
【００３０】
　なお入力パスワード及び要求パスワードは、必ずしも文字（アルファベット等）だけで
なく、アルファベットと数字が混ざったもの、記号（四角、三角、丸等）を含むもの、等
であってもよい。
【００３１】
　続いて図２及び図３を参照して、除細動器１０と生体情報モニタ２０との間の認証処理
の詳細について説明する。
【００３２】
[第１の認証処理例]
　図２は、本実施の形態にかかる除細動器１０と生体情報モニタ２０との間の第１の認証
処理例を示すタイミングチャートである。
【００３３】
　除細動器１０内の認証手段１６は、要求パスワードを生成する。ここで要求パスワード
の生成は、ランダムな文字列を生成することにより行えばよい。ここで要求パスワードは
、入力手段１５の形態（入力ボタン数等）を考慮した文字列とする。認証手段１６は、通
信手段１４を介して生成した要求パスワードを生体情報モニタ２０に送信する（Ｓ１２）
。生体情報モニタ２０内の表示手段２２は、受信した要求パスワードを表示する（Ｓ１３
）。ユーザ（例えば看護士）は、生体情報モニタ２０に表示された要求パスワードを参照
しながら除細動器１０の入力手段１５を介してパスワードを入力する（Ｓ１４）。認証手
段１６は、入力パスワードと要求パスワードが対応するか否かを判定し、対応する場合に
認証成功と判断する（Ｓ１５）。認証に成功した場合、通信手段１４は測定データを生体
情報モニタ２０に送信する（Ｓ１６）。通信手段２３は、受信した測定データを表示手段
２２に表示する（Ｓ１７）。
【００３４】
　図３は、測定データを受信した後の表示手段２２の表示画面例である。表示画面は、除
細動器１０で取得した各種測定データ１０１と、生体情報モニタで取得した各種測定デー
タ１０２を時系列に並べて表示する。ここで測定データとは、一般的には時刻情報と数値
情報が対になったものである。そのため、生体情報モニタ２０は、図３に示すように除細
動器１０で取得した測定データ１０１と生体情報モニタ２０で取得した測定データ１０２
を時系列上に並べて表示することが好ましい。
【００３５】
[第２の認証処理例]
　以下、図４を参照して第２の認証処理例を説明する。除細動器１０内の通信手段１４は
、何らかのトリガー（例えば入力手段１５の操作による送信要求）に従い、測定データの
送信要求を生体情報モニタ２０に送信する（Ｓ２１）。その後に除細動器１０内の認証手
段１６は、要求パスワードを生成して、表示手段１１に表示する（Ｓ２２）。
【００３６】
　データ受け渡しの操作を行うユーザ（例えば看護師）は、表示手段１１に表示された要
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求パスワードを参照し、当該要求パスワードに対応するパスワードを入力手段２４を介し
て入力する（Ｓ２３）。そして通信手段２３は、入力パスワードを除細動器１０に送信す
る（Ｓ２３）。
【００３７】
　除細動器１０の通信手段１４は、入力パスワードを受信する（Ｓ２３）。認証手段１６
は、要求パスワードと受信した入力パスワードが対応するか否かを判定する（Ｓ２４）。
両者が対応しない場合、通信手段１４は測定データの送信を行わない。一方、両者が対応
する場合、認証手段１６は測定手段１２が取得した測定データを送信可能と判定する（Ｓ
２５）。測定データが送信可能である場合、通信手段１４は測定手段１２が取得した測定
データを生体情報モニタ２０に送信する（Ｓ２６）。
【００３８】
　通信手段２３は、除細動器１０から測定データを受信する（Ｓ２６）。そして通信手段
２３は、受信した測定データを表示手段２２に表示する（Ｓ２７）。
【００３９】
[第３の認証処理例]
　以下、図５を参照して第３の認証処理例を説明する。除細動器１０の通信手段１４は、
何らかのトリガー（例えば送信ボタンの押下等）を基に測定データを生体情報モニタ２０
に送信する（Ｓ３１）。また除細動器１０の認証手段１６は、要求パスワードを生成して
表示手段１１に表示する（Ｓ３２）。
【００４０】
　データ受け渡しの操作を行うユーザ（例えば看護士）は、表示手段１１に表示された要
求パスワードを参照し、当該要求パスワードに対応するパスワードを入力手段２４を介し
て入力する（Ｓ３３）。そして通信手段２３は、入力パスワードを除細動器１０に送信す
る（Ｓ３３）。
【００４１】
　除細動器１０の通信手段１４は、入力パスワードを受信する（Ｓ３３）。そして認証手
段１６は、要求パスワードと受信した入力パスワードが対応するか否かを判定する（Ｓ３
４）。両者が対応しない場合、通信手段１４は測定データの取得許可通知を送信しない。
一方、両者が対応する場合、通信手段１４は測定データの取得許可通知を送信する（Ｓ３
５）。
【００４２】
　通信手段２３は、測定データの取得許可通知を受信した場合、Ｓ３１にて受信した測定
データを表示手段２２に表示する（Ｓ３６）。なお生体情報モニタ２０は、入力パスワー
ドを送信してから測定データの取得許可通知を受信せずに一定時間以上経過した場合には
、除細動器１０から受信した測定データの削除を行う。
【００４３】
＜実施の形態２＞
　続いて第２の実施の形態にかかる医療機器システム１の構成について説明する。本実施
の形態にかかる医療機器システム１は、実施の形態１と異なり認証処理を受信側の装置で
行うことを特徴とする。以下、実施の形態１と異なる点を中心に説明する。なお、図中に
おいて実施の形態１と同一名称及び同一符号を付した処理手段は、特に説明しない限り実
施の形態１と同様の処理を行うものとする。
【００４４】
　図６は、本実施の形態にかかる医療機器システム１の構成を示すブロック図である。本
実施の形態にかかる除細動器１０は、図１に示す構成と比べて認証手段１６を有さない構
成である。生体情報モニタ２０は、図１の構成とは異なり認証手段２６を有する。
【００４５】
　本実施の形態にかかる医療機器システム１を用いた動作概略を説明する。生体情報モニ
タ２０は、除細動器１０から入力パスワードを受信する。生体情報モニタ２０は、受信し
た入力パスワードと要求パスワードを用いて認証処理を行い、認証に成功した場合には除
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細動器１０が測定した測定データを生体情報モニタ２０で使用できる状態とする。以下、
認証処理の具体例を図７及び図８を参照して説明する。
【００４６】
[第４の認証処理例]
　図７は、本実施の形態にかかる除細動器１０と生体情報モニタ２０との間の（実施の形
態１から通じて）第４の認証処理例を示すタイミングチャートである。
【００４７】
　除細動器１０内の通信手段１４は、測定データの送信に先立ち、送信要求を生体情報モ
ニタ２０に送信する（Ｓ４１）。生体情報モニタ２０内の通信手段２３は、送信要求を受
信する（Ｓ４１）。そして生体情報モニタ２０内の認証手段２６は、要求パスワードを生
成して表示手段２２に表示する（Ｓ４２）。
【００４８】
　除細動器１０のユーザは、生体情報モニタ２０に表示された要求パスワードを参照しな
がらパスワードを入力する。通信手段１４は、入力パスワードを生体情報モニタ２０に送
信する（Ｓ４３）。
【００４９】
　生体情報モニタ２０内の通信手段２３は、入力パスワードを受信する（Ｓ４３）。そし
て認証手段２６は、入力パスワードと要求パスワードが対応しているか否かを判定する（
Ｓ４４）。入力パスワードと要求パスワードが対応している場合、認証手段２６は通信手
段２３を介して送信許可を除細動器１０に送信する（Ｓ４５）。
【００５０】
　通信手段１４は、送信許可を受信する（Ｓ４５）。送信許可を受信した後に、通信手段
１４は、記憶手段１３から生体情報の測定データを読み出して生体情報モニタ２０に対し
て送信する（Ｓ４６）。通信手段２３は、除細動器１０から送信された測定データを受信
する（Ｓ４６）。通信手段２３は、受信した測定データを表示手段２２に表示する（Ｓ４
７）。
【００５１】
[第５の認証処理例]
　続いて実施の形態１にかかる医療機器システムの（実施の形態１から通じて）第５の認
証処理例について説明する。図８は、本実施の形態にかかる除細動器１０と生体情報モニ
タ２０との間の第５の認証処理例を示すタイミングチャートである。
【００５２】
　除細動器１０の通信手段１４は、何らかのトリガー（例えば除細動器１０に設けられた
送信ボタンの押下等）を基に測定データを生体情報モニタ２０に送信する（Ｓ５１）。生
体情報モニタ２０内の認証手段２６、測定データを受信した後に要求パスワードを生成し
て表示手段２２に表示する（Ｓ５２）。
【００５３】
　除細動器１０と生体情報モニタ２０のデータ受け渡しの操作を行うユーザ（例えば看護
士）は、生体情報モニタ２０に表示された要求パスワードを参照しながら除細動器１０の
入力手段１５を介してパスワードを入力する。通信手段１４は、入力パスワードを生体情
報モニタ２０に対して送信する（Ｓ５３）。
【００５４】
　通信手段２３は、除細動器１０から送信された入力パスワードを受信する（Ｓ５３）。
認証手段２６は、受信した入力パスワードと要求パスワードが対応するか否かを判定する
（Ｓ５４）。両者が対応しない場合、通信手段２３は除細動器１０から受信した測定デー
タを削除する。一方、両者が対応する場合、生体情報モニタ２０は受信した測定データを
表示手段２２に表示する（Ｓ５５）。
【００５５】
　続いて本発明にかかる医療機器システム１の効果について説明する。上述の第１～第５
の認証処理例では、除細動器１０と生体情報モニタ２０との間での認証に成功した場合に
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のみ、生体情報モニタ２０は除細動器１０で取得した測定データを取り込んで使用してい
る。認証処理を行うことにより、正しい機器間でのデータ受け渡しが担保される。正しい
機器間でのデータ受け渡しが実現できることにより、意図しない測定データの送受信を回
避することが出来る。これにより患者のデータを取り違え等のリスクを軽減できる。
【００５６】
　また測定データを受信した生体情報モニタ２０は、除細動器１０で測定した測定データ
と生体情報モニタ２０が測定した測定データを時系列に並べて表示する（図３）。これに
よりユーザは、除細動器１０が治療をしていた時間帯の患者の状態も参照しながら治療を
行うことができる。例えば医師や看護士は、救急車に乗ってきた患者の治療を行う場合に
、救急車内で測定された生体状態の測定データと、現在の生体状態の測定データと、の双
方を視覚的に参照しながら治療を行うことができる。
【００５７】
　また通信手段１４と通信手段２３は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）をはじめとする
近距離無線通信規格に基づいて通信処理を行うことを想定している。これにより除細動器
１０と生体情報モニタ２０は、物理的に近い距離で通信を行うことになる。物理的な距離
が近くなることにより、ユーザは要求パスワードを明確に参照した状態で入力パスワード
を入れることができ、送信先を誤るようなケースがなくなる。
【００５８】
　続いて上述の第１～第５の認証処理例（図２、図４、図５、図７、図８）について考察
する。除細動器１０が認証成功と判断されてから測定データを送信する場合（第１の認証
処理例、第２の認証処理例、第４の認証処理例）、生体情報モニタ２０は認証に成功する
まで測定データを参照できない。これにより、送信元と送信先が認証により確定されるま
で患者のデータが除細動器１０内に秘匿されることになり、個人情報の管理の面から好ま
しい。
【００５９】
　また第１の認証処理例では、除細動器１０が要求パスワードの生成や認証処理を行い、
生体情報モニタ２０は要求パスワードの表示処理のみを行う。そのため生体情報モニタ２
０側の設計変更等の必要が生じず、既存の生体情報モニタ２０をほぼそのまま流用して上
記の認証を実現することが出来る。
【００６０】
　以上、本発明者によってなされた発明を実施の形態に基づき具体的に説明したが、本発
明は既に述べた実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲におい
て種々の変更が可能であることはいうまでもない。
【００６１】
　例えば上述の説明では、除細動器１０から生体情報モニタ２０にデータ転送を行うもの
として説明したが、必ずしもこれに限られない。本発明は医療関係の任意の測定装置間で
のデータ受け渡し時に応用可能であり、例えば生体情報モニタ間でのデータ受け渡しにも
適用することができる。また心電図測定装置等の他の種類の医療機器に応用できることは
勿論である。
【００６２】
　また上述の説明では生体情報モニタ２０は、受信した測定データを表示するために用い
たが、当該測定データを患者の状態解析等に用いてもよい。
【符号の説明】
【００６３】
１　医療機器システム
１０　除細動器
１１、２２　表示手段
１２、２１　測定手段
１３、２５　記憶手段
１４、２３　通信手段
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１５、２４　入力手段
１６、２６　認証手段
２０　生体情報モニタ
 

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月29日(2014.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　除細動器１０内の認証手段１６は、要求パスワードを生成する（Ｓ１１）。ここで要求
パスワードの生成は、ランダムな文字列を生成することにより行えばよい。ここで要求パ
スワードは、入力手段１５の形態（入力ボタン数等）を考慮した文字列とする。認証手段
１６は、通信手段１４を介して生成した要求パスワードを生体情報モニタ２０に送信する
（Ｓ１２）。生体情報モニタ２０内の表示手段２２は、受信した要求パスワードを表示す
る（Ｓ１３）。ユーザ（例えば看護士）は、生体情報モニタ２０に表示された要求パスワ
ードを参照しながら除細動器１０の入力手段１５を介してパスワードを入力する（Ｓ１４
）。認証手段１６は、入力パスワードと要求パスワードが対応するか否かを判定し、対応
する場合に認証成功と判断する（Ｓ１５）。認証に成功した場合、通信手段１４は測定デ
ータを生体情報モニタ２０に送信する（Ｓ１６）。通信手段２３は、受信した測定データ
を表示手段２２に表示する（Ｓ１７）。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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